




は じ め に
　日本は地震大国といわれ，世界の地震の 2割は日




























































































わせて 224 m3 の酸素ガスが貯蔵されている．それ






























































　ガス貯蔵量　最大時 3400 m3 2500 m3
　ガス貯蔵量　最少時 1400 m3 750 m3
ボンベマニフォールド　ボンベ数（7000 L） 中央棟 12 本　入院棟 20 本 中央棟 12本
ガス貯蔵量 224 m3 84 m3
最大使用量　（平成 23 年） 1000 m3/日 600 m3/日
注）ガス量は気体での体積
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表 2　小型酸素ボンベの定数と使用量
定数 補充曜日 年間使用量（平成 22 年度）
N16F 5 木・日 73
N15F 10 月・水・金 514
N14F 6 木・日 177
N13F 15 毎日 1300
N12F 10 月・水・金 335
N11F 15 毎日 238
N10F 10 月・木 212
N9F 6 水・土 44
N8F 6 土 35
N7F 8 水・土 96
N6F 8 日 45
N5F 6 日 43
小児医療センター（N4） 3 日 22
小児医療センター（N3） 8 火・木・土 123
NICU・GCU 8 木・日 37
N2 10 火・木・土 151
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中央手術室 7 月～金 834
CT室 2 月 6
カテ室 2 月 2
放射線科外来 1 月 0
RI 室 2 月 0
外科外来 1 0
心臓リハビリテーション室 1 0
腫瘍センター 3 木 12
産婦人科外来 2 木 0
小児科外来 6 木 37
耳鼻咽喉科外来 2 木 1
外来治療室 10 火・金 170
ブレストセンター 1 0
血液浄化センター 3 木 10
内視鏡センター 2 金 1
歯科 1 水 0
ME室 1 金 1
大学病院合計 243 8516
E6F 6 火・土 24
E5F 3 月・金 10
E4F 8 毎日 531
E3F 6 月・水・金 75
E2F 6 火・木・土 61
一般内科外来 2 水 6
眼科外来 2 水 1
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　酸素や空気，亜酸化窒素などの医療ガスは支燃性
のため，火災発生時には当該区域の配管のガス送気
を止めない限り火勢を助長する．遮断弁閉鎖の判断
方法，閉鎖前の確認事項，閉鎖施行者などについて
も医療ガス防災マニュアルに記載し，訓練を行って
おく必要がある．
　5）医療スタッフへの医療ガス安全教育
　医療ガスの性質や，安全なボンベの取り扱い，ボ
ンベ残量の計算方法などについて，日頃から関係ス
タッフに教育しておくことは，医療ガス事故のみな
らず二次災害の防止にもつながると考えられる．
表 3　気象庁震度階級関連解説表
医療ガス供給システム
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ま と め
　災害はいつ何時発生するかわからない．
　非採算性の費用は要するが，災害に備えた医療ガ
ス供給システムの整備には安全管理の観点より十分
に配慮しなくてはならない．また，医療ガス災害対
策体制を構築し，日頃から繰り返し訓練を行うこと
が，非常事態への円滑な対応を可能にする唯一の手
段である．
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図 9　災害時緊急用酸素供給装置（シリンダーキャビネット）
a：構造
b：設置例
図 10　酸素逆送システム
a b
